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朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集
　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

 

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 
☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
22
―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

散
り
か
か
る
花
び
ら
見
上
げ
く
る
く
る
と
廻
る
少
女
の
ス
カ
ー
ト

も
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
船
　
小
笹
岐
美
子

　
上
句
か
ら
下
句
へ
滑
ら
か
な
流
れ
が
心
地
よ
い
。
結
句
も
成
功
。

く
ぎ
煮
送
る
と
友
の
メ
ー
ル
に
米
を
研
ぐ
瀬
戸
の
香
を
懐
か
し
み

つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
瀬
戸
内
は
く
ぎ
煮
で
春
。
三
句
目
の
自
身
の
反
応
が
効
い
た
。

家
々
の
屋
根
を
か
す
め
て
飛
ぶ
つ
ば
め
急
旋
回
し
急
降
下
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
台
　
下
田
　
和
夫

　
燕
の
速
さ
、
す
っ
と
方
向
を
変
え
て
飛
ぶ
特
徴
が
よ
く
出
た
歌
。

ポ
ケ
ッ
ト
の
思
は
ぬ
も
の
が
役
に
立
つ
無
用
の
用
の
ひ
も
一
本
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

Ｌ
Ｐ
に
針
を
落
と
せ
ば
蘇
る
ノ
イ
ズ
の
む
こ
う
に
わ
が
青
春
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
目
町
　
出
藏
か
お
る

一
粒
が
苗
に
と
成
り
て
花
と
咲
く
ネ
モ
フ
ィ
ラ
青
き
空
を
映
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笛
田
　
入
野
　
裕
江

庭
畑
に
胡
瓜
の
苗
を
植
え
て
ゆ
く
マ
ス
ク
外
し
て
春
風
吸
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

二
の
鳥
居
そ
の
左さ
う右
に
座
す
狛
犬
は
去こ
ぞ年
よ
り
大
き
マ
ス
ク
掛
け

を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
　
鎌
田
　
澄
子

コ
ロ
ナ
禍
の
葉
桜
の
も
と
戦
没
者
慰
霊
に
ひ
と
り
代
表
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
分
　
田
中
　
快
昌

幼
児
か
ら
六
年
生
ま
で
集
い
来
る
貴
重
な
遊
び
場
寿
福
寺
広
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ガ
谷
　
鈴
木
　
久
子

地
層
ゆ
ゑ
地
震
大
国
日
本
は
原
発
な
し
の
脱
炭
素
願
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

〈
天
〉桜
の
実
数
へ
き
れ
ぬ
を
力
と
す
　
　
城
廻
　
小
美
野
京
子

　
本
来
な
ら
数
え
き
れ
な
い
の
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
だ
が
、
こ
の
句
は

そ
れ
を
力
に
し
た
。
桜
の
実
だ
け
に
未
来
を
見
据
え
て
。

〈
地
〉夕
風
は
終
わ
り
の
合
図
磯
あ
そ
び
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

　
磯
遊
び
は
楽
し
い
時
間
な
の
で
あ
っ
と
い
う
間
に
夕
方
と
な
る
。

　
終
わ
り
の
合
図
が
夕
風
と
は
い
か
に
も
磯
遊
び
で
あ
る
。

〈
人
〉
夕
霞
カ
フ
ェ
に
気
笛
の
届
き
を
り 

　
　
笛
田
　
上
田
　
満
喜

　
ど
こ
か
の
港
街
の
風
景
か
夕
霞
に
包
ま
れ
、
も
っ
ぱ
ら
至
福
の

　
時
間
を
共
有
で
き
た
。
素
材
が
面
白
い
。

新
緑
や
過
密
を
避
け
て
谷
戸
巡
り
　
　
　
　
梶
原
　
吉
田
　
健
二

　
今
時
の
谷
戸
歩
き
は
こ
の
句
の
様
に
人
と
人
が
離
れ
て
い
る
。

　
私
共
の
二
階
堂
の
記
念
館
へ
の
道
も
こ
ん
な
景
色
。

春
疾
風
潮
騒
迫
り
今
朝
の
庭
　
　
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

　
鎌
倉
と
か
に
住
ん
で
い
る
と
日
常
で
は
あ
る
が
、
上
手
く
一
句

　
に
で
き
た
。
何
と
言
っ
て
も
春
疾
風
が
効
い
て
い
る
作
品
。

裏
山
は
命
み
な
ぎ
る
若
葉
か
な
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

　
い
ろ
ん
な
山
が
あ
る
が
裏
山
と
い
う
親
し
い
所
を
選
ん
で
確
か

　
な
一
句
と
な
っ
た
。
若
葉
の
力
強
さ
が
よ
り
出
て
い
た
。

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

土
牢
へ
海
の
闇
く
る
青あ
お
ば
ず
く

葉
木
菟
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

尼
寺
に
今
年
も
愛
で
る
藤
の
花
　
　
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

忙
が
し
く
花
粉
ま
み
れ
の
蜂
の
尻
　
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

空
に
舞
い
川
面
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
　
　
　
笹
目
町
　
保
田
　
悦
子

お
風
呂
場
に
忙
し
そ
う
な
蟻
の
道
　
　
　
材
木
座
　
有
野
　
冬
花

薔
薇
に
問
う
今
年
も
咲
い
て
あ
り
が
と
う
　
腰
越
　
大
川
　
昭
子

江
ノ
電
の
過
ぎ
て
た
ん
ぽ
ぽ
ぽ
ぽ
と
揺
れ
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

か
け
声
は
皐
月
の
空
へ
消
防
団
　
　
　
　
本
鵠
沼
　
森
田
　
順
子

女
子
寮
の
跡
地
を
し
め
て
姫
女
苑
　
　
　
藤
沢
市
　
一
色
千
穂
子

薄
衣
を
剝
ぎ
て
宝
珠
に
葱
坊
主
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

捩ね
じ
ば
な花を
刺
身
の
妻
に
添
え
て
み
る
　
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

偕
老
の
阿
吽
の
昼
餉
と
こ
ろ
て
ん
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

花
見
堂
屋
根
よ
り
見
え
て
段
登
る
　
　
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

春
暁
の
夢
に
あ
ら
は
る
逝
き
し
猫
　
　
　
　
今
泉
　
小
林
刀
羊
子

２
５
０
円
。
☎
０
４
５
・
７

０
１
・
９
０
６
９

▼
第
８
回
　
東
日
本
被
災
児

童
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

　
６
月
12
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
市

倫
理
法
人
会
主
催
。マ
ジ
ッ

ク
、
石
井
有
子
さ
ん
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
な
ど
。
２
８
０
０

円
、前
売
２
５
０
０
円
、Ｇ
Ｓ

 

・
マ
ツ
ヤ
☎
22
・
８
５
３
７

▼
か
ま
く
ら
シ
ン
フ
ォ
ニ

エ
ッ
タ
第
20
回
定
期
演
奏
会

　
６
月
12
日
13
時
半
、
鎌
倉

芸
術
館
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
交
響
曲
や
協
奏
曲
。
１
５

０
０
円
、
中
学
生
以
下
５
百

円
。高
橋
方
☎
45
・
９
３
９
７

▼
マ
リ
ア
・
カ
ラ
ス
伝
説
の

オ
ペ
ラ
座
ラ
イ
ブ
上
映

　
６
月
26
日
10
時
半
・
14
時
、

港
南
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
。

オ
ペ
ラ
座
で
の
パ
リ
・
デ
ビ
ュ

ー
公
演
。２
８
０
０
円
、前
売

２
５
０
０
円
。
☎
０
４
５
・

８
４
８
・
０
８
０
０

▼
聞
い
て
良
か
っ
た
成
年
後

見
制
度

　
６
月
16
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
市

在
住
、
在
勤
対
象
。
成
年
後

見
制
度
を
司
法
書
士
か
ら
学

ぶ
。
無
料
。
要
申
込
。
鎌
倉

市
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
☎
38 

　
初
め
て
富
士
研
（
倫
理
研

究
所
富
士
高
原
研
修
所
）
の

特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
丸
山
敏
雄

と
そ
の
時
代
〜
映
像
に
学
ぶ

倫
理
運
動
の
原
点
）
に
２
泊

３
日
で
参
加
し
ま
し
た
。

　
私
は
昨
年
半
ば
に
鎌
倉
市

倫
理
法
人
会
会
員
に
な
り
ま

し
た
が
、
昨
年
は
あ
ま
り
参

加
で
き
ず
、ま
だ
ま
だ
新
米
。

そ
ん
な
私
の
感
想
で
す
。

　
参
加
し
た
日
は
五
月
晴
れ

の
気
持
ち
の
良
い
日
で
し

た
。
多
方
面
の
方
々
と
交
流

し
ま
し
た
。
北
海
道
と
か
遠

方
の
方
も
い
て
そ
の
熱
心
さ

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
と

に
か
く
参
加
す
る
こ
と
が
目

的
で
し
た
。
な
の
で
１
日
目

は
倫
理
運
動
の
創
始
者
で
あ

る
丸
山
敏
雄
氏
が
戦
前
何
を

し
て
た
か
を
ふ
ん
ふ
ん
頷
き

な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
の
午
前
中
も
そ
ん

な
感
じ
で
、
午
後
に
入
っ
て

や
さ
し
い
言
葉
で
仏
像
を
解

説
し
て
お
り
、
ロ
ン
グ
セ
ラ

ー
に
な
っ
て
い
る
。
２
年
後

に
出
し
た
続
編
と
合
わ
せ
た

『
完
本 

仏
像
の
ひ
み
つ
』
が

６
月
２
日
に
発
売
さ
れ
る
。

　
博
物
館
の
役
割
は
「
保
存

と
活
用
」
だ
が
、
国
立
博
物

館
は
独
立
行
政
法
人
化
し
た

後
、
自
前
で
稼
ぐ
方
向
に
か

じ
を
切
り
、
保
存
よ
り
活
用

と
い
う
動
き
が
促
進
さ
れ
て

い
る
、
と
嘆
く
。「
面
白
い

展
示
企
画
も
、
研
究
者
が
基

礎
研
究
を
し
て
、
有
名
で
な

い
こ
と
を
有
名
に
し
て
い
か

な
い
と
ジ
リ
貧
に
な
っ
て
し

ま
う
」
と
口
調
を
強
め
る
。

　
15
年
前
に
妻
を
交
通
事
故

で
亡
く
し
た
。
海
老
名
市
に

妻
の
愛
し
た
猫
と
の
〝
２
人

暮
ら
し
〞。
品
川
区
な
ど
各

地
の
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
も
務
め
る
。
68
歳
。

　（
文
・
写
真
　
三
浦
順
司
）

を
卒
業
、
美
術
研
究
科
の
博

士
課
程
ま
で
進
ん
だ
。
東
京

国
立
博
物
館
に
24
年
間
勤

務
、
清
泉
女
子
大
学
教
授
に

転
身
、
文
化
史
学
科
で
15
年

間
教
え
た
。

　
横
浜
市
に
生
ま
れ
育
っ

た
。
少
年
時
代
は
漫
画
家
を

志
し
た
。
中
学
２
年
の
時
に

32
ペ
ー
ジ
の
漫
画
を
書
き
上

げ
、
赤
塚
不
二
夫
氏
に
見
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
中
学

生
が
こ
ん
な
に
ま
と
ま
っ
た

漫
画
を
描
い
ち
ゃ
ダ
メ
だ

よ
。た
く
さ
ん
本
を
読
ん
で
、

映
画
を
見
た
り
し
な
さ
い
。

漫
画
を
描
く
の
は
そ
の
後
で

い
い
」と
叱
ら
れ
た
。「
ギ
ャ

グ
漫
画
を
描
く
人
が
こ
ん
な

こ
と
を
言
う
ん
だ
」
と
感
心

　
鎌
倉
と
近
隣
に
あ
る
社
寺

の
彫
刻
、
古
文
書
な
ど
の
文

化
財
を
預
か
り
、
保
管
・
展

示
し
て
い
る
鎌
倉
国
宝
館
。

そ
の
館
長
に
４
月
、
就
任
し

た
。
鎌
倉
時
代
の
仏
像
彫
刻

を
専
門
と
し
、
仏
師
運
慶
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。「
国

宝
館
に
あ
る
仏
像
に
も
、
十

分
わ
か
っ
て
い
な
い
も
の
が

あ
る
。
学
芸
員
と
一
緒
に
勉

強
し
、
解
明
し
た
い
」
と
、

学
究
心
が
早
く
も
頭
を
も
た

げ
る
。

　
東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
訴
え

に
対
し
て
も
丁
寧
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
院
で
は
痛
み
が
な
く
身

体
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
超

音
波
検
査
を
し
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
細
胞
診
検
査

を
追
加
し
、
良
性
で
あ
れ
ば

そ
の
後
定
期
的
な
フ
ォ
ロ
ー

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
精
密
な
検
査
が
必
要
と
判

断
し
た
場
合
は
、
連
携
病
院

に
速
や
か
に
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
、
早
期
発
見
、

早
期
診
断
・
治
療
が
大
切
と

な
り
ま
す
。
気
に
な
る
症
状

が
あ
り
ま
し
た
ら
些
細
な
こ

と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

長
島
ク
リ
ニ
ッ
ク
副
院
長

　
鎌
倉
市
津
西
１
―
10
―

10
―
５
☎
０
４
６
７
・
33
・

１
７
１
７

科
で
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い

う
小
さ
な
窓
口
で
、
女
性
医

師
対
応
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
患
者
様
か
ら
も
「
受
診

し
や
す
い
」と
い
わ
れ
ま
す
。

　
乳
腺
外
科
を
受
診
さ
れ
る

女
性
に
多
い
悩
み
や
症
状

に
、
乳
が
ん
疑
い
の
し
こ
り

以
外
に
も
「
検
査
で
は
良
性

と
言
わ
れ
た
が
大
き
さ
が
変

化
し
て
い
な
い
か
気
に
な

る
」「
検
査
で
は
異
常
な
い

と
い
わ
れ
た
が
、
ま
だ
乳
房

に
違
和
感
が
あ
る
」
等
々
が

　
乳
が
ん
で
亡
く
な
る
女
性

は
、
残
念
な
が
ら
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
乳
が
ん
は
40

〜
50
歳
台
の
死
亡
率
が
高
い

で
す
が
、
最
近
は
若
い
世
代

や
閉
経
後
の
乳
が
ん
も
増
え

て
い
る
の
で
、
日
頃
か
ら
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
自
覚
症
状
が

な
い
場
合
も
多
く
、
日
頃
の

自
己
触
診
や
乳
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重

要
で
す
が
、
実
際
に
鎌
倉
市

乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
も
ま

だ
目
標
の
50
％
に
は
ほ
ど
遠

い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
乳
腺
外
科
は
女
性
特
有
の

デ
リ
ケ
ー
ト
な
疾
患
を
扱
う

山
やまもと

本　勉
つとむ

さん

鎌倉国宝館

館長に就任した

乳
腺
外
科
の
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
対
応
し
ま
す

乳
腺
外
科
医
　
長
島　

美
貴

し
た
り
、び
っ
く
り
し
た
り
。

そ
し
て
漫
画
家
の
夢
は
し
ぼ

ん
で
い
き
、
美
術
の
道
へ
。

　
清
泉
女
子
大
の
時
代
に
鎌

倉
市
文
化
財
専
門
委
員
を
務

め
た
。
南
北
朝
時
代
の
作
と

考
え
ら
れ
て
い
た
常
楽
寺

（
大
船
）
の
阿
弥
陀
三
尊
像

を
調
査
し
、
鎌
倉
時
代
の
も

の
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め

た
。
像
は
市
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

　
多
数
の
著
書
が
あ
る
。
仏

像
に
つ
い
て
「
調
べ
て
、
記

録
し
て
、
本
に
し
て
世
に
送

り
だ
す
こ
と
に
満
足
感
が

あ
る
」。
漫
画
家
を
目
指
し

た
の
も
「
送
り
手
に
な
り
た

か
っ
た
か
ら
な
の
だ
ろ
う
」

と
振
り
返
る
。
著
作
の
中
で

も
博
物
館
時
代
に
担
当
し
た

親
子
向
け
の
展
覧
会
の
内
容

を
も
と
に
し
た
『
仏
像
の
ひ

み
つ
』（
２
０
０
６
年
朝
日

出
版
社
）
は
、
一
般
向
け
に

138

68

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
鎌
倉
を
梁
山
泊
に
！

富
士
研
に
参
加
し
て

か
ら
倫
理
運
動
っ
て
何
な
ん

だ
ろ
う
と
関
心
を
も
っ
て
聞

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、「
苦

難
感
」
が
出
発
点
だ
と
い
う

こ
と
。「
苦
難
は
そ
の
ま
ま

が
美
し
い
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
が
心
に
残
り
ま
し
た
。
同

会
の
バ
イ
ブ
ル
と
言
わ
れ
て

い
る
栞

し
お
りに
苦
難
と
は
、「
生

活
の
不
自
然
さ
、
心
の
ゆ
が

み
の
映
っ
た
危
険
信
号
」
と

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
読
ん
で
ピ
ン
と
き

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は

４
年
前
に
ガ
ン
を
宣
告
さ

れ
、人
生
が
変
わ
り
ま
し
た
。

２
つ
の
こ
と
を
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
１
つ
は
生
活
を

変
え
る
。
食
事
の
仕
方
や
運

動
を
小
ま
め
に
す
る
。
も
う

１
つ
は
、
遊
び
で
す
。
ず
っ

と
遊
び
続
け
て
き
た
の
に
ま

だ
遊
び
が
足
ら
な
い
と
思
っ

て
、
更
に
思
い
っ
き
り
遊
ぶ

こ
と
に
し
た
の
で
す
。
ガ
ン

に
よ
っ
て
新
し
い
気
づ
き
が

得
ら
れ
、
更
に
充
実
し
た
人

生
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に

ガ
ン
さ
ま
さ
ま
で
す
。

　
栞
に
は
続
け
て
、「
生
活

の
あ
や
ま
り
、
こ
こ
ろ
の
不

自
然
さ
を
取
り
去
る
と
、
か

つ
然
と
し
て
幸
福
の
天
地
が

開
け
て
く
る
」と
あ
り
ま
す
。

　
私
は
こ
の
段
階
で
、
ガ
ン

に
よ
っ
て
気
づ
か
さ
れ
、
充

実
し
た
人
生
が
開
け
た
ん
だ

と
思
え
ま
し
た
。ま
さ
に
、
苦

難
は
そ
の
ま
ま
が
美
し
い
。

　
河
村
和
治
（
69
・
葉
山
）

　
毎
週
火
曜
日
朝
６
時
半
か

ら
ネ
ク
ト
ン
大
船
（
鎌
倉
市

大
船
１
―
12
―
10
湘
南
第
５

ビ
ル
）
で
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

見
学
自
由
。

鎌
倉
市
倫
理
法
人
会
事
務
局

☎
０
４
５
･
３
１
５
･
２
４

３
３

　
７
月
24
日
11
時
半
、
華
正

樓
鎌
倉
店
（
鎌
倉
市
長
谷
）。

　
春
風
亭
一
之
輔
師
匠
の
話

芸
と
創
業
80
余
年
の
老
舗
料

理
店
の
伝
統
中
華
の
昼
餉
。

　
料
金
（
食
事
代
込
）（
鶴
）

座
席
前
方
１
５
４
０
０
円
、

（
松
）
椅
子
席
１
６
５
０
０

円
、（
福
）
椅
子
席
後
方

１
４
３
０
０
円
（
共
に
税

込
）。

　
問
い
合
わ
せ
　
寄
席
番
頭

瓢
月
堂
・
石
寺
☎
０
９
０ 

・

３
２
４
０ 

・
２
５
２
３

 

春
風
亭
一
之
輔
　
独
演
会

春風亭一之輔
写真キッチンミノル

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

　
企
画
展
「
日
本
映
画
名
優

（
バ
イ
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
）列
伝
」

６
月
20
日
ま
で
。
１
９
５
０

〜
70
年
代
を
中
心
に
日
本
映

画
の
名
優
を
映
画
や
書
物
を

通
し
て
紹
介
す
る
。
２
百
円
。

　
▽
関
連
上
映
　
６
月
15
・

17
・
19
日
10
時
半
。
16
・
18

・
20
日
14
時
「
警
察
日
記
」。

15
・
17
日
14
時
、
20
日
10
時

半
。「
に
っ
ぽ
ん
の
お
婆
ぁ

ち
ゃ
ん
」。
各
千
円
、
中
学

生
以
下
５
百
円
。
▽
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
　
６
月
19
日
13
時

半
「
に
っ
ぽ
ん
の
お
婆
ぁ

ち
ゃ
ん
」
＋
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
「『
脇
役
本
』
で
味
わ

う
バ
イ
プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち
の

多
彩
な
魅
力
」１
６
０
０
円
、

中
学
生
以
下
８
百
円
。

　
▽
特
別
企
画「
シ
ネ
マ
ウ
ィ

ー
ク
」
６
月
８
・
11
日
10
時

半
。
９
・
12
日
14
時「
ハ
ワ
ー

ズ
・
エ
ン
ド
」。
10
・
13
日

10
時
半
。
８
・
11
日
14
時

「
マ
ー
テ
ィ
ン
・
エ
デ
ン
」。

９
・
12
日
10
時
半
。
10
・
13

日
14
時
「
ス
ト
ー
リ
ー
・
オ

ブ
・
マ
イ
ラ
イ
フ
／
わ
た
し

の
若
草
物
語
」
。
各
１
２
０

０
円
、中
学
生
以
下
６
百
円
。

☎
23 

・
２
５
０
０

▼
特
別
展
「
作
家
の
き
も
ち
」

　
７
月
４
日
ま
で
鎌
倉
文
学

館
。
手
紙
や
日
記
な
ど
資
料

か
ら
作
家
の
素
顔
に
ふ
れ

る
。
５
百
円
。

　
▽
配
信
イ
ベ
ン
ト
　
６
月

中
旬
か
ら
文
学
館YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
無
料
配
信
。

①
文
学
講
演
会
　「
作
家
の

き
も
ち
」
萩
原
朔
太
郎
の
孫

で
前
橋
文
学
館
館
長
の
萩
原

朔
美
さ
ん
と
鎌
倉
文
学
館
・

富
岡
幸
一
郎
館
長
の
対
談
。

②
文
学
講
座
「
君
星
な
り
き

―
夫
婦
愛
の
深
化
」
講
師
は

歌
人
・
今
野
寿
美
さ
ん
。

③
資
料
解
説
講
座
「
津
村
信

夫
あ
て
ハ
ガ
キ
１
」　
萩
原

朔
太
郎
や
堀
辰
雄
が
津
村
信

夫
に
あ
て
た
ハ
ガ
キ
か
ら
そ

の
頃
の
朔
太
郎
と
堀
を
解
説
。

④ 

資
料
調
査
講
座「
高
浜
虚

子 

書
簡
」
高
浜
虚
子
の
書
簡

か
ら
学
芸
員
の
資
料
調
査
を

疑
似
体
験
。☎
23
・
３
９
１
１

▼
第
59
回
日
本
現
代
工
芸
美

術
展
　
横
浜
展

　
６
月
５
日
ま
で
神
奈
川
県

民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
第

59
回
日
本
現
代
工
芸
美
術
展

の
受
賞
作
品
と
日
本
の
代
表

的
な
工
芸
作
家
お
よ
び
地
元

で
活
躍
す
る
工
芸
作
家
と
協

賛
の
関
東
の
工
芸
作
家
の
秀

作
を
一
堂
に
。
無
料
。
現
代

工
芸
美
術
家
協
会
　
神
奈
川

 

・
静
岡
会
☎
０
８
０
・
６
５

５
３
・
４
６
８
９

▼
裕
仁
親
王
渡
欧
１
０
０
周

年
、
昭
和
天
皇
渡
欧
50
周
年

記
念
写
真
展

　
６
月
22
日
〜
７
月
４
日
鎌

倉
市
中
央
図
書
館
。
無
料
。

☎
25
・
２
６
１
１

▼
「
草
野
啓
利
　
吹
き
ガ
ラ

ス
」
展

　
６
月
30
日
ま
で
ギ
ャ
ラ
リ

ー
一
翆
堂
。
ガ
ラ
ス
食
器
な

ど
。
☎
22
・
３
７
６
９

▼
「
ザ
・
ラ
イ
バ
ル　
広
重
・
国

芳
・
三
代
豊
国
の
共
演
　
東

海
道
五
十
三
対
の
世
界
」
展

　
７
月
11
日
ま
で
藤
澤
浮

世
絵
館
。
歌
川
広
重
・
国

芳
・
国
貞
（
三
代
豊
国
）
の

３
人
が
共
作
し
た
浮
世
絵
シ

リ
ー
ズ
を
展
示
。
無
料
。
☎

０
４
６
６
・
33
・
０
１
１
１

▼
「
江
戸
時
代
の
称
名
寺
」展

　
７
月
25
日
ま
で
県
立
金
沢

文
庫
。
江
戸
時
代
の
古
文
書

や
聖
教
な
ど
史
資
料
か
ら
称

名
寺
の
組
織
や
経
済
基
盤
、

信
仰
と
修
行
を
知
り
、
名
宝

が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
意

味
を
持
っ
た
か
を
考
え
る
。

 

・
８
０
０
３

▼
鎌
倉
市
介
護
保
険
課

　
▽
今
あ
な
た
が
で
き
る
健

康
に
い
い
事
―
漢
方
医
学
６

月
24
日
10
時
、
明
治
安
田
生

命
大
船
支
社
。
市
内
在
住
、

65
歳
以
上
対
象
。「
漢
方
」の

視
点
か
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
を

考
え
る
。
▽
認
知
症
に
つ
い

て
知
ろ
う
６
月
29
日
10
時
、

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
対

象
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
。
▽
か
ら
だ
と
心
を

整
え
る
美
し
い
姿
勢
と
歩
き

方
７
月
13
日
10
時
、
深
沢
学

習
セ
ン
タ
ー
。
市
内
在
住
、

65
歳
以
上
対
象
。
正
し
い
姿

勢
と
歩
き
方
の
講
座
と
実

技
。各
無
料
。要
申
込
。
市
民

健
康
課
☎
61
・
３
９
７
７

▼
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル
で
ス
タ
イ

ン
ウ
ェ
イ
を
弾
こ
う

　
６
月
７
・
８
・
９
日
９
・

11
・13
・
15・
17
・
19
時
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。各
１
時
間
50
分
。

小
学
生
以
上
対
象
。５
千
円
。

☎
０
４
６
・
８
７
０ 

・
６
６

２
２

▼
ユ
ネ
ス
コ
困
窮
者
支
援
　

深
沢
倉
庫
バ
ザ
ー

　
６
月
13
日
10
〜
14
時
、
鎌

倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
深
沢
倉
庫

（
深
沢
中
学
へ
上
る
手
前
の

信
号
右
折
の
長
屋
）。
毎
月

第
２
日
曜
開
催
。雨
天
開
催
。

　
▽
献
品
受
付
　
衣
類
・
着

物
・
雑
貨
・
支
援
用
食
糧
品
。

久
保
方
☎
44
・
９
８
３
０

▼
第
１
回
　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
　
食
品
募
集

　
６
月
25
日
ま
で
平
日
９
〜

17
時
、
鎌
倉
市
役
所
本
庁
舎

１
階
ご
み
減
量
対
策
課
で
受

付
。
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け

て
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
品
を

使
い
た
い
人
へ
渡
す
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
。
賞
味
期

限
が
２
カ
月
以
上
あ
る
常
温

保
存
が
可
能
な
未
開
封
の
缶

詰
、
米
類
、
乾
麺
、
調
味
料
、

飲
料
。
☎
23
・
３
０
０
０

▼
鎌
倉
市
多
世
代
交
流
事
業

　
鎌
倉
市
在
住
、
小
学
生
以

上
対
象
。
要
申
込
。

　
▽
名
越
や
す
ら
ぎ
セ
ン

タ
ー
Ａ
七
夕
飾
り
教
室
６
月

13
日
10
時
。
Ｂ
体
幹
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
７
月
４
日
10
時
。

各
無
料
。
☎
25
・
１
１
８
８

　
▽
腰
越
な
ご
や
か
セ
ン

タ
ー
　
Ａ
囲
碁
ボ
ー
ル
体
験

教
室
６
月
27
日
13
時
。無
料
。

Ｂ
絵
手
紙
教
室
７
月
11
日
10

時
。
３
百
円
。
☎
31
・
０
８

０
０

　
▽
教
養
セ
ン
タ
ー
　
Ａ
茶

道
交
流
６
月
26
日
10
時
。
百

円
。
Ｂ
豆
腐
作
り
教
室
７
月

17
日
10
時
。２
百
円
。
☎
32

 

・
１
２
２
１

　
▽
今
泉
さ
わ
や
か
セ
ン
タ

ー
　
Ａ
折
り
紙
教
室
―
七
夕

飾
り
６
月
27
日
10
時
。
Ｂ
太

極
拳
教
室
７
月
31
日
10
時
。

各
無
料
。
☎
45
・
４
６
１
１

　
▽
玉
縄
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
　
Ａ
書
道
の
歴
史
に
ふ

れ
る
書
道
教
室
６
月
19
日
10

時
。
無
料
。
Ｂ
流
木
ア
ー
ト

体
験
教
室
７
月
11
日
10
時
。

２
５
０
円
。☎
47
・
１
３
３
８

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流

６
月
16
日
16
時
・
17
時
、ソ
ン

ベ
カ
フ
ェ
。店
内
飲
食
。子
ど

も
３
百
円
、
大
人
５
百
円
。

16
〜
18
時
半
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

５
百
円
。18
日
17
時
半
、二
階

堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
。

食
育
講
座
な
ど
。
子
ど
も
２

百
円
、大
人
５
百
円
。メ
ー
ル

で
予
約flatcafekamakura

@gmail.com
※
食
料
の
寄

付
受
付
。
渡
邉
方
☎
０
９
０

 

・
５
１
９
９
・
１
６
５
４

▼
北
鎌
倉･

台
峯
の
緑
し
ぜ
んを
と

も
に

　
▽
山
の
手
入
れ
６
月
19
日

10
時
、
山
ノ
内
配
水
池
横
。

　
▽
山
歩
き
20
日
９
時
、
山

ノ
内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景

観
を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・

望
月
方
☎
45
・
７
４
２
０

▼
こ
ど
も
の
た
め
の
手
作
り

絵
本
講
座

　
６
月
19
日
・７
月
３・11・31

日
全
４
回
、10
時
・
13
時
半
。

講
師
は
絵
本
作
家
山
本
省
三

さ
ん
。２
千
円
。小
学
生
以
上

対
象
。
逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
☎

０
４
６ 

・
８
７
０
・
６
６
２
２

▼
出
張
就
労
相
談
会

　
６
月
24
日
10
〜
16
時
、
大

船
支
所
。鎌
倉
市
在
住
対
象
。

就
職
活
動
の
悩
み
、
働
き
方

相
談
、応
募
書
類
作
成
方
法
、

面
接
対
策
な
ど
。
無
料
。
商

工
課
☎
61 

・
３
８
５
３

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
６
月

25
日
９
〜
15
時
。雑
貨･

衣
類 

･

手
造
り
品
な
ど
約
20
店
。

▽
骨
董
市
26
日
８
〜
15
時
。

出
店
者
募
集
。片
岡
方
☎
０

９
０
･
５
４
４
２
･
３
７
７
８

▼
学
習
セ
ン
タ
ー
の
催
し

　
▽
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
　
遊
び
筆
文
字
を
楽
し
む

７
月
２
日
14
時
。市
在
住
、高

校
生
以
上
対
象
。
う
ち
わ
に

文
字
を
書
く
。
５
百
円
。
要

申
込
。
☎
25
・
２
０
３
０

　
▽
腰
越
学
習
セ
ン
タ
ー
　

ス
ポ
ー
ツ
が
社
会
を
変
え
、

未
来
を
創
る
　
７
月
10
日
14

時
。鎌
倉
市
在
住
優
先
。ス
ポ

ー
ツ
の
価
値
を
共
有
化
し
、

地
域
を
活
性
化
し
た
モ
デ
ル

を
紹
介
。
無
料
。
要
申
込
。

☎
33
・
０
７
１
２

●ペット紹介　写真・紹
介文と住所、氏
名、☎明記。掲載後写真
をカレンダーにして贈呈。
info@kamakura-asahi.com
●歌壇・俳壇　
ハガキ１枚に３首（句）ま
で。同じ面に住所、氏名、
☎を明記。１面題字下住
所の鎌倉朝日へ。

≪投稿募集≫

 

春
風
亭
一
之
輔
　
独
演
会

鎌
倉
華
正
樓
寄
席  

初
演　

　
瑞
々
し
い
新
緑
の
青
さ
を
、

ポ
カ
ポ
カ
と
暖
か
な
陽
気

を
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
恨
め
し

く
思
っ
た
こ
と
は
な
い
。
鎌

倉
市
に
適
用
さ
れ
て
い
た「
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」

が
５
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
、

鎌
倉
て
ら
こ
や
で
も
同
期

間
の
対
面
活
動
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
子

ど
も
た
ち
と
野
山
を
駆
け

回
り
、
思
い
き
り
遊
び
尽

く
し
て
い
た
は
ず
な
の
に

と
、
思
わ
ざ
る
を
得
な
い

ほ
ど
、
Ｇ
Ｗ
の
陽
光
は
残

酷
に
照
り
付
け
て
い
た
。

　
対
面
で
の
活
動
が
で
き
な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
各
種
事
業
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
も
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
始
当
初

は
、
直
接
子
ど
も
た
ち
と
会

え
な
い
活
動
に
自
信
が
持
て

ず
に
い
た
こ
と
も
事
実
だ
。

　
し
か
し
、
昨
年
度
来
の
試

行
錯
誤
を
経
て
内
容
や
人
数

に
よ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
声

掛
け
を
工
夫
す
れ
ば
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
も
「
て
ら
こ
や
ら

し
い
活
動
だ
」
と
い
う
実
感

を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
へ
の
切

り
替
え
に
四
苦
八
苦
す
る
大

人
た
ち
を
尻
目
に
、
子
ど
も

た
ち
は
こ
の
非
日
常
へ
と
、

い
ち
早
く
適
応
し
始
め
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
の
楽
し
み
方
を
い
ち
早

く
会
得
し
、
非
日
常
で
あ
っ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が

も
は
や
日
常
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
今
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
の
強
さ
に
、
大
人
は

学
ぶ
べ
き
だ
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
猛
威
を
奮
い
始
め

て
か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し

な
が
ら
も
、
未
だ
感
染
の
収

束
が
見
通
せ
な
い
現
状
に
私

自
身
の
胸
の
内
に
も
不
安
や

焦
り
や
苛
立
ち
が
綯
い
交
ぜ

と
な
っ
て
渦
巻
い
て
い
る
。

　
例
年
な
ら
、
夏
の
合
宿
事

業
に
向
け
て
、
準
備
し
始
め

る
頃
合
い
だ
。
計
画
を
進
め

て
も
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は

活
動
中
止
・
縮
小
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、

子
ど
も
た
ち
と
の
再
会
を
願

い
今
で
き
る
こ
と
を
粛
々
と

行
い
続
け
る
し
か
な
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
喧
噪
に
目
も

く
れ
ず
、
木
々
は
花
を
咲
か

せ
、
新
し
い
葉
を
芽
吹
か
せ

る
。
同
じ
よ
う
に
子
ど
も
た

ち
も
大
人
た
ち
の
姿
を
見
な

が
ら
成
長
し
て
い
く
。
だ
か

ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
に
で

き
る
数
少
な
い
こ
と
は
、
先

に
生
を
受
け
た
大
人
の
役
割

と
し
て
不
安
や
諦
め
に
飲
み

込
ま
れ
る
姿
で
は
な
く
、
無

責
任
な
楽
観
論
を
振
り
か
ざ

す
姿
で
も
な
い
、
ど
の
よ
う

な
状
況
で
も
で
き
る
こ
と
を

探
し
な
が
ら
進
ん
で
ゆ
く
、

希
望
の
道
標
を
掲
げ
る
姿
を

示
し
続
け
て
い
き
た
い
。

　
鎌
倉
て
ら
こ
や
事
務
局

☎
０
４
６
７
・84
・
９
７
４
６

（
平
日
13
〜
17
時
）

　http://kam
akura-

terakoya.net/

76

大
人
の
役
割

鎌
倉
て
ら
こ
や
事
務
局
長　

小
木
曽　

駿てらこやの活動風景

　鎌倉市中央図書館 ( ☎ 25･2611) は４月に一般 173 冊、
児童書 10 冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「死と向き合う言葉－先賢たちの死生観に学ぶ」呉智
英著　加藤博子著　ベストセラーズ ▼「成功者がしている
100 の習慣」ナイジェル・カンバーランド著　ダイヤモン
ド社 ▼「王室外交物語－紀元前 14 世紀から現代まで」君
塚直隆著　光文社（光文社新書）▼「子どもに迷惑をかけ
ない・かけられない！ 60 代からの介護・お金・暮らし」
太田差惠子著　翔泳社 ▼「犬と一緒に生き残る防災ＢＯＯ
Ｋ」犬防災編集部編　日東書院本社（いちばん役立つペッ
トシリーズ）▼「世界に通用する子どもの育て方」松村亜
里著　WAVE出版 ▼「赤ちゃんと体内時計－胎児期から
始まる生活習慣病」三池輝久著　集英社（集英社新書）　
　▼「ノートルダム－フランスの魂」アニエス・ポワリエ
著　白水社 ▼「メルカリ売り方の教科書－人気アイテム別
に秘訣を大公開！」宝島社（TJ MOOK）
　▼「絶滅危惧個人商店」井上理津子著　筑摩書房
　▼「カメラじゃなく、写真の話をしよう」嵐田大志著　
玄光社 ▼「音楽のよろこび」吉田秀和著　河出書房新社
　▼「はるかカーテンコールまで」笠木拓著　港の人
　▼「愛は魂の奇跡的行為である」なかにし礼著　毎日新
聞出版 ▼「伝説の家政婦沸騰ワード 10 レシピ」タサン志
麻著　ワニブックス

鎌倉市中央図書館 （４月分）

　逗子市の魅力を写真で伝えるカレンダー制
作にあたり、季節感ある写真を募集。
テーマは「逗子を旅する」「住みたいまち逗子」
【応募資格】誰でも（作品の著作権を持つ撮影者本人）
【応募期間】9月 30 日 17 時必着
【応募方法】紙焼きは応募用紙を企画課、逗
子市HPから入手し企画課広聴広報窓口に
提出。データは 5MB以内の jpeg 形式でHP
の応募フォームから応募。1人5点まで。無料。
※HPの規定を熟読のうえ応募。
【賞】カレンダー賞、ポストカード賞。
【入賞発表】10 月下旬予定。
【問い合わせ】逗子市企画課広聴広報係 ☎
046-873-1111 メール kouhou@city.zushi.lg.jp

逗子旅カレンダー
フォトコンテスト 2021
逗子旅カレンダー

フォトコンテスト 2021

鎌
倉
華
正
樓
寄
席  

初
演　

●
６
月
の
雨
は
語
る
…

　
６
月
。
湿
っ
た
黒く

ろ
は
え

南
風
が

肌
に
ベ
タ
つ
く
長
雨
の
季

節
。
こ
の
雨
は
梅
を
熟
さ
せ

る
た
め
梅
雨
と
呼
ば
れ
て
い

る
。

　
一
方
、
こ
の
時
節
は
物
が

腐
り
カ
ビ
る
た
め
「
黴ば

い
う雨

」

と
も
い
う
。
古
語
に
は
「
つ

ひ
ゆ
」(

崩
れ
る)

が
あ
る
。

こ
れ
が
訛
り
「
つ
ゆ
」
に
な

っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
６
月
の

雨
は
稲
の
豊
か
な
実
り
を
も

も
た
ら
す
、
い
わ
ば
生
命
の

糧
と
し
て
人
々
が
待
ち
望
む

有
難
い
雨
だ
。

　
水
が
涸か

れ
る
と
旱
魃
と
な

る
た
め
、
古
く
か
ら
雨
乞
い

の
習
慣
が
各
地
に
あ
っ
た
。

　
平
安
期
、
勅
命
で
小
野
小

町
が
現
場
へ
派
遣
さ
れ
、
雨

乞
い
の
歌
を
詠
ん
だ
。

　
小
町
が
詠
む
と
雨
が
降
る

た
め
、
謡
曲
＝
七な

な
こ
ま
ち

小
町
に
は

〝
雨
乞
い
小
町
〞が
あ
る
。

　
美
女
で
歌
の
名
手
な
ら
伝

説
が
生
ま
れ
て
当
然
だ
ろ
う

が
、
雨
乞
い
で
名
高
い
の
は

桓
武
天
皇
が
造
園
し
た
京
都

佐
伯
　
仁

56

の
神
し
ん
せ
ん
え
ん

泉
苑
。
こ
こ
で
空
海
は

雨
乞
い
の
祈
祷
を
た
。

　
こ
れ
と
は
別
に
降
り
過
ぎ

る
大
雨
を
止
め
て
ほ
し
い
と

願
っ
た
為
政
者
も
い
た
。
民

の
心
情
を
察
し
、
詠
ん
だ
そ

の
祈
り
の
歌
は
―
―

　
時
に
よ
り
過す

ぐ
れ
ば
民
の

　
嘆
き
な
り
八
大
竜
王

　
雨
止
め
た
ま
え
　
源
実
朝

八
大
竜
王
は
雨
乞
い
や
河
川

氾
濫
防
止
を
司
る
神
々
と

し
て
、
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

　
青
蛙
お
の
れ
も
ペ
ン
キ

　
塗
り
た
て
か

　
　
　
　
　
　
芥
川
龍
之
介

雨
願
い
　
雨
恨
む


